
2022年７月 28日 

 各都道府県連盟 理事長 

日本勤労者山岳連盟 

理事長 川嶋 高志 

第 18 回全国登山研究集会の開催について 

日頃、労山運動でのご尽力に敬意を表します。 

さて、本年２月の全国連盟総会でご承認いただきました全国登山研究集会を、全国連盟

主催により、東京都で４年ぶりに開催することになりました。 

 つきましては、下記のとおりご案内いたします。各地方連盟に置かれましてはこの集会

成功のために、所属の会クラブに開催の案内・周知をお願いするとともに積極的に取り組

んでいただくようお願いします。 

実 施 要 綱 

■テ ー マ 

新しい生活様式に対応した登山文化と労山運動を継承し発展させよう！ 

 

■目 的 

新型コロナウィルスの感染拡大とロシアによるウクライナ侵攻は人類の存亡にかかわる

重大な問題である。労山は平和で文化的な生活を求める国民の要求に応え、登山・ハイキ

ングの素晴らしさを多くの人々に普及・発展することをめざしてきた。 

いまこそ、自然の中から平和や環境保全、命の大切さを学ぶべき必要があり、登山・ハ

イキングが心身ともに健康で明るい未来を、どれだけたくさん人々にもたらすものか、広

く知らせていくときだと考える。 

 登山文化を守るために欠くことのできない山小屋、登山道を軸に、水場やトイレを含め

た登山環境整備について考え、今後の労山組織活動につなげていく。 

 

 期 日  2022年 10月 29日（土）～30日（日） 

 会 場  ホテルコンチネンタル府中（東京都府中市） 

 参加対象  労山会員および全国の登山者 

 主 催  日本勤労者山岳連盟 

 主 管  全国登山研究集会実行委員会 

 

■日 程 

29 日 12:30   受付開始 

13:00   開会あいさつ 

日本勤労者山岳連盟会長あいさつ 

13:10～ 基調報告「今、山に登るとき」（仮題） 

日本勤労者山岳連盟 理事長 

13:30～ 記念講演「山と人と街 プロジェクト」（仮題） 

―伊藤新道の復活、三俣山荘図書室、山小屋の未来― 

講師：伊藤圭氏 

（三俣山荘支配人、労山創立者 故伊藤正一氏の長男） 



15:00～  質疑 記念講演について 

15:10～  休憩 

15:30～  分科会 

18:30   第１日目閉会 

18:30～  夕食・交流会 

20:30～  宿泊施設で各自交流 

 

30日 ７:00～８:00  朝食 

８:30～９:10  分科会の報告 

９:10～10:00  全体で質疑・意見とまとめ・解散 

 

■オプション 

30日 10：30～16：00（参加費別途） 

（Ａ）高尾山での読図体験 スマートフォン・アプリ（ヤマレコなど）の使い方 

（Ｂ）高尾山での読図体験 国土地理院（２万５千分の１）地形図の使い方 

（Ｃ）室内ジムでの注意点 PUMP2 KAWASAKI でのクライミング体験 

 交通費は各コース共に会場から電車で、往復約 600 円。クライミング体験は、ジムが初

めての方は利用料が 4,200円ぐらいかかります。指導料は各コース共に無料。 

 

分科会 

1. 「山小屋の諸問題」 

予約制度の功罪、避難小屋の管理、水場とトイレ問題 

2. 「登山道と遭難対策」 

登山道は誰が管理し維持していくべきか？グレーディング 

3. 「岩場のマナーとアクセス問題」 

岩場の所有者と利用者、管理と整備、駐車場と地元の理解 

4. 「魅惑のトレイル、その楽しみ方」 

国内と海外の代表的なトレイルについての紹介 

 

参加費用 一泊二食での参加 ８,０００円 

日帰り参加はありません。 

 

宿 泊 ホテルコンチネンタル府中 

 

問合せ先  労山全国連盟事務局  ＴＥＬ ０３－３２６０－６３３１ 

ＦＡＸ ０３－３２３５－４３２４  E-mail jwaf@jwaf.jp  

 

レポート提出   ９月 30日（金）迄 

 

参加申込受付開始  ８月 20日（土） 別紙申込書にて全国連盟事務局まで 



☆レポート募集 
都道府県連盟および会・クラブから下記の分科会のテーマで活動報告を求めます。都道

府県連盟から、会クラブでの問題意識や特徴的な活動について、実行委員会へ積極的な推

薦をお願いいたします。 

第 18 回全国登山研究集会では、地方連盟・会・クラブから寄せられたレポートを当日の

資料とします。 

寄せられたレポートのなかから、全国登山研究集会で発表していただく方々を選出する

ことにします。発表者については、参加費及び会場までの交通費は全国連盟で負担します。 

 

分科会 

1. 「山小屋の諸問題」 

予約制度の功罪、避難小屋の管理、水場とトイレ問題 

2. 「登山道と遭難対策」 

登山道は誰が管理し維持していくべきか？グレーディング 

3. 「岩場のマナーとアクセス問題」 

岩場の所有者と利用者、管理と整備、駐車場と地元の理解 

4. 「魅惑のトレイル、その楽しみ方」 

国内と海外の代表的なトレイルについての紹介 

 

報告書の書式と枚数は下記のようにお願いします。 

ワード文書 

用紙 Ａ４ 

余白 上下左右ともに 25ｍｍ 

文字数・行数４０  

フォントの設定 

日本語用のフォント ＭＳ明朝 

英数字用のフォント ＭＳ明朝 （または日本語用と同じ） 

スタイル 標準 

サイズ 12pt 

文書２枚程度、写真や図表がある場合は追加１枚 

 

以上をメールに添付で全国連盟 E-mail jwaf@jwaf.jp へお送りください。 
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